
設問項目一覧（案）　【ケアマネジャー調査】 2022/5/30

設問・選択肢等
の変更

設問を
利用する課

設問の利用方法
（活用先）

≪基本的事項について≫

問1

問2

問3

問4

問5

(1)

(2)

問6

問7

問8

問9

≪ケアプラン・介護予防について≫

問10

問11

問12
介護･高齢者
支援課

生活支援コーディネーター
の検討に活用

問13

A

問14
介護･高齢者
支援課

生活支援コーディネーター
の検討に活用

問15

問16

問17

問18

問19

問20

問21
地域包括ケア
推進課

認知症施策の指標として必
要

≪連携について≫

問22
地域包括ケア
推進課

包括評価資料として必要

問23
地域包括ケア
推進課

包括評価資料として必要

問24
地域包括ケア
推進課

高齢者保健福祉計画の成
果指標のため必要

問25
地域包括ケア
推進課

在宅療養推進事業の指標
として必要

問26

問27

≪困難な事例への対応について≫

問28

問29

問30

問31

問32
・地域包括ケア
推進課

・福祉推進課

・包括評価資料として必要
・高齢者虐待対応事業の参
考

問33

≪成年後見制度について≫

問34 福祉推進課
成年後見制度利用促進に
係る施策の参考

問35 福祉推進課
成年後見制度利用促進に
係る施策の参考

≪認知症に関する課題について≫

問36
地域包括ケア
推進課

認知症施策の指標として必
要

問37
地域包括ケア
推進課

認知症施策の指標として必
要

≪人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）について≫

問38
地域包括ケア
推進課

人生会議普及啓発事業の
評価指標の1つとするため

問39
地域包括ケア
推進課

人生会議普及啓発事業の
評価指標の1つとするため

≪その他≫

問４０
地域包括ケア
推進課

在宅療養推進事業の指標
として必要

問４１

問4２

問4３

健康福祉審議会

第10回　健康・介護・高齢者部会

問番号 項目

あなたの所属する事業所の所在地は次のどれですか。

あなたの所属する事業所はどのような介護サービス等を行っていますか。

あなたの現在の勤務体系を次の中から選んでください。

あなたはケアマネジャーとして、何年間従事していますか。

あなたのケアマネジャー受験資格と当該職種の従事期間を教えてください。

受験資格

従事年数（ケアマネジャーになる前の従事年数で複数の受験資格を持つ場合は通算してください）

過去３年間で、所属事業所を変わった回数は何回ですか。

あなたは現在、何名の居宅サービス計画を作成していますか。

作成する居宅サービス計画の件数について、次の中から選んでください。

あなたは現在、何名の介護予防サービス計画の受託または作成をしていますか。

受託または作成する介護予防サービス計画の件数について、次の中から選んでください。

介護保険制度は要介護者等の自立支援を目的の一つとしていますが、現行の介護サービスはその役割を十分果たしている
と思いますか。

地域の自主グループをどのくらい知っていますか。

ケアプランに介護保険外のボランティアや地域活動等の地域資源を盛り込んでいますか。

具体的にケアプランに盛り込んでいる地域資源はなんですか。

ケアプランに地域資源を盛り込む上での課題は何だと思いますか。ご自由にお書きください。

ケアプランを作成する際に、中野区内でサービス供給が不足しているため、利用者に提供できない（しにくい）サービスは何
ですか。

供給不足以外に必要なサービスが提供（調整）出来ないのはどのような場合ですか。

介護保険サービスは、家族の介護負担軽減につながっていると思いますか。

家庭生活を維持するために役立つと思う生活支援事業は何ですか。

生活に張りを持ってもらうために効果的なものは何だと思いますか。

ケアプランを作る際に工夫していることがありましたら、ご自由にお書きください。

要介護者等が住み慣れた自宅や地域で暮らし続けるため、近隣や地域の人々からどのような支援や手助けがあったらよい
と思いますか。

地域包括支援センターとの連携についてはどうですか。

信頼できる地域包括支援センターはありますか。

主治医（かかりつけ医）との連携についてはどうですか。

在宅医療を進めるうえで、不足する医療資源はなんですか。

障害者施策を利用できる利用者について、区の障害者施策の相談窓口とのサービス調整等の連携が取れていますか。

サービス担当者会議を開催する上での問題点は何ですか。

ケアプランを作成する際に、特に対応に苦慮するケースはどのようなケースですか。

あなたは、要介護者等や家族からの相談を十分に受け止め、対応できていますか。

要介護者等や家族からの相談への対応に苦慮した場合、どこへ相談しますか。

ケアマネジャーに従事して以来、高齢者等に対する虐待が疑われるようなケースを発見したり相談を受けたりしたことがど
のくらいありますか。

高齢者虐待対応について強化すべきと思うことは何ですか。

区が介護予防事業として充実すべきと思われる事業を選んでください。

あなたの担当する認知症日常生活自立度Ⅱ以上の人で成年後見制度が必要と思われるが使っていない人は何名います
か。

成年後見制度を活用する上での課題は何だと思いますか。

区は認知症の方を抱える家族を支援するために、認知症の方の特性や具体的な介護の仕方などについて学ぶ「認知症に関
する家族介護教室」を開催していますが、あなたは家族に参加をすすめたことがありますか。

認知症高齢者に関してどのような施策が特に必要だと考えますか。

人生会議(ＡＣＰ)を活用した支援を行った経験がありますか。

人生会議(ＡＣＰ)を実践する上で難しいと思う点は何ですか。

要介護者等について、どのような点が充実すれば居宅や地域での生活を続けることができると思いますか。

業務遂行上、最も困っていることはどのようなことですか。

小規模多機能型居宅介護サービス等の活用しづらさはどのようなことですか。

介護保険制度に関してご意見等ありましたら、ご自由にお書きください。

資料９-２
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